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分類名〔経営〕

環境保全型農産物の価格に対する生産者と消費者の評価

農業・園芸総合研究所

１ 取り上げた理由

， ， 。近年 消費者の安心安全に対する関心が高まり 環境にやさしい農産物の要望も高まっている
また，生産者も環境負荷の少ない農業に取り組む事例が増えている。

そこで 生産者と消費者の意向調査を行い 環境にやさしい農業 に対する認識と環境保全型， ，「 」
生産技術である天敵利用により生産された農産物の価格に対する意向調査を行ったところ，その
傾向が明らかとなったので，普及情報とする。

２ 普及情報

１）生産者の約８割は「消費者は環境にやさしい農業に取り組むことで生じる生産者の苦労を理解

していない」(図１)，消費者の約９割は「生産者の負担が増す」と認識しており(図２)，環境

にやさしい農業に対する生産者と消費者の理解に大きな隔たりがある。

２）９割以上の生産者がイチゴの販売価格が２割以上高ければ取り組むとしているとしているのに

対し(図３) 環境にやさしい農産物 を購入する機会が多い消費者層(図４)は 日常 環境に，「 」 ， 「

やさしい農産物」を購入する際も通常価格とほぼ同じ金額で購入する傾向がある(図５)。

３ 利活用の留意点

１ 減農薬栽培技術を導入する場合 環境に配慮した農産物価格 は生産者が期待するほど付加価） ，「 」

値がつかない傾向があるという点を考慮すべきである。

２ 環境にやさしい農業 に対する生産者と消費者の理解に大きな隔たりがあり 今後この意識の）「 」 ，

ズレをどのように埋めていくかが生産及び販売促進上の問題点である。

３）量販店および市場の聞き取り調査によると，減農薬(減化学肥料)農産物は通常価格で販売する

傾向がある。また，量販店の有機農産物取扱量は増えている。

４ 参考デ－タは イチゴ観光農園を訪れた消費者(103名)とＡ地域農業改良普及センタ－管内イチ） ，

ゴ生産者(106戸)を対象としたアンケ－ト調査結果である。

（問い合わせ先：農業・園芸総合研究所 情報経営部 電話０２２－３８３－８１１９）
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４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間：寒冷地におけるハクサイ・イチゴの環境保全型栽培技術の確立

平成14年度(平成13～14年度)

２）参考デ－タ

図１ 環境にやさしい農業に対する理解 図２ 環境にやさしい農業に対する理解
注)消費者は理解しているか？(生産者の回答) 注)生産者の負担はどうなるか？(消費者の回答)

図３ 生産者が減農薬に取り組む場合の販売価格(慣行の農産物価格に比べて)

図４ 観光農園を訪れる消費者の 図５ 観光農園を訪れる消費者の購売価格反応

環境にやさしい農産物購入状況 注)普段購入するイチゴ１パックを５００円

とした場合，一般小売店で「環境にやさしい農

産物」を購入する際の｢高すぎて買わない価格｣と

。｢安すぎて買わない価格｣を基にした購買価格反応

３）発表論文等 なし
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